
                       

 

9月 14日（木） いつもやさしくお世話をしてくれたり、見守ったり

してもらっているおじいちゃん、おばあちゃんに感謝の気持ちを伝えよ

うと祖父母交流会を今年も実施できました。一緒にゲームを楽しんだ後

に、お孫さんからの手紙を受け取った祖父母の皆さんはとても嬉しそう

でした。かけがえのない一人ひとりの子どもたちは、お父さん、お母さ

ん、おじいちゃん、おばあちゃんから引き継がれた大切な命です。祖

父母の皆さんに感謝しながら、自分を大切にする気持ちを見直すよい

機会となりました。総務委員会の児童が企画から実施まで、主体的に

運営にあたることができたことも立派でした。お忙しい中、多くの祖

父母の皆様から、ご来校いただき大変ありがとうございました。 
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 【頑張った親善陸上大会】9/20 

糸魚川市陸上競

技場で小学生親

善陸上大会が開

催されました。大野小の６年生１１名が参加

し、それぞれの種目で自己記録を伸ばすなど健

闘しました。テントでは根知小学校と一緒にな

り親善大会として交流を深めることもできまし

た。応援いただいた保護者の皆様ありがとうご

ざいました。 

「子どもも大人も元気になるコミュニティ・スクール」  9/1４ 

今年度の「大野区子育てトーク」は、次年度から大野小学校で始まるコミュニティ・スクール（以下

CS）について学ぶ機会として、講演会形式で行いました。たくさんの保護者・地域の皆様からご参加い

たきありがとうございました。講師に、NPOまちと学校のみらい代表理事 竹原和泉様をお迎えし、

「なぜ CSを推進するのか？」「CSの具体的な姿」「これからの CS」ということを、実例を踏まえてわ

かりやすくご講演いただきました。 

CSとは「学校運営協議会」を設置している学校のことを指します。 

この学校運営協議会では、各委員が校長の学校運営の基本方針について

承認するとともに、意見を述べることができる場となります。子どもた

ちの健全な育成のために学校と地域がより連携を深めるための組織で、

地域とともにある学校づくりのための制度です。 

竹原様からは、地域と学校を結ぶために３つの共有が大切であること

を強調されました。一つは、情報の共有です。（学校・地域が互いに実

施している活動や行事はコミュニティカレンダー等を作成して共有する。その際に大切なのは情報は人

が運ぶ。口コミの力が大きい。）二つ目は、思いの共有です。（学校・地域の課題は何か？話し合いの

中で、思いを共有する場を大切にする。）三つ目は、アクションの共有です。（活動の協働化を図る。

そのためには学校側・地域側を結ぶコーディネーターの役割が重要になる。） 

 大野小学校の様々な教育活動(総合学習やクラブ

活動等々)は、大野区の保護者・地域の皆様によっ

て支えられています。それは、すでに CSの取組が

実施されているとも言えます。学校と地域の課題に

向き合いながら、無理のない形で続けていくことが

必要だと感じます。今後も、時代の変化に対応でき

る子育てと地域づくりのために、この三つの共有を

大切にし、CSをプラス思考で取り入れていきまし

ょう。合い言葉は、「子どもは大野の宝」です。学

校、家庭、地域がそれぞれの役割を担いながら、子どもたちの確かな未来をつくり、結果として地域の

元気につながっていくことを願います。(校長) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校では、「いつでも」「どこでも」「だれにでも」「自分から」あいさつの

できる子をめざしています。特に今年度力を入れているのが、「自分から」あい

さつをすることです。「職員室の入り口では元気にあいさつをするが、玄関や廊

下で会っても自分からはあいさつをしない」という子が結構います。そういう子

どもたちは、まだ、あいさつの気持ちよさ、必要性を実感していないのではない

でしょうか。「ちょっと恥ずかしいけれど、自分からあいさつをして本当によか

った」と実感したときに、子どもたちの“あいさつスイッチ”が ONになり、自

分から進んであいさつするようになるのだと思います。 

 では、その“あいさつスイッチ”は、どこにあるのでしょう。それは、一人ひ

とり違います。その子のスイッチを見つけ、押してあげるのが、わたしたち大人

の役目だと思います。今までも、地域の方から進んで子どもたちに声をかけてい

ただき、子どもたちも地域でのあいさつに自信をもてるようになってきました。

さらに次のような一言を付け加えていただけたら、いつか、その子の“あいさつ

スイッチ”に触れることができるかもしれません。地域の皆様のご協力を、引き

続きよろしくお願いいたします。 

 

【あいさつされたら（返してもらったら）、こんな言葉をかけてあげてください】 

○おや、うれしい    ○元気が出たよ    ○いい日になりそうだな 

○気持ちのいいあいさつだね   ○ありがとう   ○いい笑顔だね 

 児童会で取り組んでいるペットボトルキャップの回収にご

協力いただきありがとうございます。集まったペットボトル

は、社会福祉協議会を通じて、途上国の子どもたちへのポリオ

ワクチン接種に役立てられます。 

 汚れたものやシールなどが貼ってあるものは回収されない

ことがありますので、できるだけ汚れ等を取ってお持ちいただ

けると助かります。 

 

 

 



 

 

 

☆規則正しい生活がんばり週間について☆ 

 夏休みのゆったり生活リズムから、時間を意識して行動すること

ができるように「規則正しい生活がんばり週間」を設定しました。

９月７日（木）からの一週間の取組でした。 

 「お家の方からお子さんへのコメント」の欄には、子どもさんの

具体的な姿を記入していただいた保護者の方が多く、子どもたちの

がんばっている様子がわかりました。低学年でも、自ら進んで勉強

し、時間を気にしながら布団に入る子どもさんがいる一方、自分か

らは時間を意識できないという子どもさんもいます。 

 小学生のうちはお家の方の声がけが必要かと思いますし、学習や

就寝できる環境づくりも大切ではないでしょうか。 

 「短期集中で勉強し、ぐっすりすいみん」と書いてくださったお

家の方がいらっしゃいましたが、そうなることを願っています。 

 

  ☆生活リズムモンスター攻略ブックの取組☆ 

 糸魚川市では「はやね・はやおき・おいしい朝ごはん｣運動の 

取組のため「モンスター攻略ブック」を各学校に配付していま

す。 

大野小では１～３年生にこの冊子を活用して生活リズムの定

着を図ります。１０月３日（火）から始めます。保護者用のたよ

りを配付しますので、主旨をご理解いただきご協力をお願いし

ます。 

おいしい朝ごはんとは？ 

 味がいいという意味ではなく、ごはんやパンの他に 

「おかず」がつくと「おいしい朝ごはん」になります。納

豆や豆腐、たまごなど、たんぱく質をとると、勉強や運動

にやる気が出ると言われています。 

 「今日の朝ごはんはパンだけ」という声を聞くことがあ

ります。午前中、しっかり学習や運動ができるようにする

には、朝ごはんの工夫が必要です。 

 

 

 
１０月の主な予定 
 
 日 曜 行    事

1 日 深めよう絆県民の集い

2 月
教育実習生（青木さん）最終日

臨時全校朝会（実習生あいさつ、いもほり

作戦タイム）

3 火

生活朝会

三代相談員来校日

５年年長児との交流会

4 水
手塩の会読み聞かせ

委員会⑩

さつまいも収穫予定日

5 木 ＡＬＴマリッサ５限６年生

6 金 ＡＬＴマリッサ５限５年生

7 土

8 日 大野地区体育祭

9 月 体育の日

10 火
池亀栄養士来校日

安全点検実施日

11 水

12 木
歯科検診（１４：００～）

ＡＬＴマリッサ５限５年生

13 金
貯金日

文化祭前日準備

14 土 文化祭

15 日

16 月 振替休業日

17 火
第１回糸中体験入学（根知小バス）[13:40

～16:00]

三代相談員来校日

18 水
VS活動

委員会⑪

全校朝マラソンスタート　２５日まで

19 木 ＡＬＴマリッサ５限６年生

20 金
諸経費振替日

ＡＬＴマリッサ５限５年生

21 土

22 日

23 月
ＡＬＴマリッサ５限６年生

24 火
全校朝会

池亀栄養士来校日

５年長児との給食交流会

25 水 諸経費再振替日

26 木 マラソン大会

27 金
マラソン大会予備日

ＡＬＴマリッサ５限５年生　６限６年生

28 土

29 日

30 月 ＡＬＴマリッサ５限６年生

31 火
生活朝会

三代相談員来校日


